
東
電
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
15
年
、｢

原
発

ゼ
ロ
と
住
民
本
位
の
復
興

を
求
め
る
８･

30
ふ
く
し

ま
集
会｣

が
、
福
島
市
パ

ル
セ
い
い
ざ
か
で
開
か

れ
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
コ
ー

プ
ふ
く
し
ま
河
野
雪
子

副
理
事
長
か
ら
、
生
協

や
県
漁
協
な
ど
が
呼
び

か
け
た
「
ア
ル
プ
ス
処

理
水
の
海
洋
放
出
反
対
」

署
名
が
大
き
く
広
が
り
、

25
万
７
０
５
０
筆
を
経

産
省
お
よ
び
東
電
へ
提

出
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
住
民
の
声
を
反
映

し
た
復
興
を
求
め
た
。

日
本
共
産
党
の
岩
渕

友
参
議
院
議
員
は
、
原
発
回
帰
方
針

と
国
の
責
任
を
回
避
す
る
姿
勢
、
原

発
リ
プ
レ
ー
ス
へ
の
公
的
融
資
な
ど

を
批
判
。
再
エ
ネ
出
力
抑
制
を
や
め

さ
せ
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ
と
地
域
共

生
型
再
エ
ネ
へ
の
本
格
的
転
換
を
呼

び
か
け
た
。

基
調
報
告
で
は
、
ふ
く
し
ま
復
興

共
同
セ
ン
タ
ー
の
野
木
代
表
委
員
が
、

国
の
原
発
回
帰
政
策
を
批
判
。
原
発

事
故
は
二
度
と
起
こ
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
、
そ
の
最
大
の
保
証
は
原
発
ゼ

ロ
し
か
な
い
と
強
調
し
た
。

福
島
の
現
状
に
つ
い
て
、
廃
炉
作

業
・
デ
ブ
リ
取
り
出
し
が
難
航
し
、

２
号
機
で
試
験
的
に
０･

９
ｇ
を
取
り

出
し
た
も
の
の
、
総
量
約
８
８
０
ト

ン
の
本
格
取
り
出
し
開
始
は
37
年
度

以
降
へ
大
幅
延
期
と
な
っ
た
こ
と
、

ア
ル
プ
ス
処
理
水
は
３
年
間
で
約
16･

５
万
ト
ン
を
放
出
し
た
が
、
新
た
に

約
７･

４
万
ト
ン
が
発
生
し
て
お
り
、

51
年
の
廃
炉
完
了
は
破
綻
し
て
い
る

と
指
摘
。
抜
本
的
対
策
を
求
め
た
。

避
難
者
数
つ
い
て
、
国
と
県
が
約

２･

２
万
人
と
公
表
し
て
い
る
の
に
対

し
、
被
災
12
市
町
村
の
実
際
の
避
難

者
は
５
万
人
を
超
え
、
実
態
把
握
と

支
援
の
明
確
化
を
求
め
た
。
12
市
町

村
に
お
け
る
病
院
・
診
療
所
の
再
開

割
合
は
低
下
し
、
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
数
は
事
故
前
の
16
％
、
高
校
生

は
31
％
ま
で
激
減
。
農
林
水
産
業
の

産
出
額
・
水
揚
げ
量
も
事
故
前
の
半

分
以
下
に
留
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。

と
り
わ
け
帰
還
困
難
区
域
の
個
人
責

任
に
よ
る
放
射
線
量
管
理
と
除
染
見

送
り
方
針
は
、
「
令
和
の
棄
民
政
策
」

と
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

原
発
事
故
は
、
家
族
も
暮
ら
し
も

生
業
も
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
、

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
し
、
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
被
害
を
与
え
続
け
る
、

こ
こ
に
原
発
事
故
の
本
質
が
示
さ
れ

て
い
る
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
復
興
政
策
の
歪
み
に
つ
い

て
言
及
し
、
「
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
」
や
福
島
国
際
研
究
教

育
機
構
（F

-
R
E
I

）
に
巨
額
の
予
算

（
累
計6,200

億
円
以
上
）
が
投
入
さ

れ
、
住
民
置
き
去
り
の
復
興
と
指
摘
。

避
難
者
、
被
災
者
の
実
態
と
要
求
を

踏
ま
え
た
人
間
の
復
興
を
求
め
た
。

最
後
に
原
発
事
故
か
ら
15
年
間

の
福
島
の
た
た
か
い
、
運
動
の
成

果
と
課
題
が
報
告
さ
れ
た
。
事
故

後
、
放
射
能
被
害
か
ら
子
ど
も
・

県
民
を
守
る
と
り
く
み
、
線
量
計

測
と
除
染
の
徹
底
、
18
歳
以
下
の

医
療
費
無
料
化
、
損
害
賠
償
指
針

の
改
定
（
追
加
賠
償
実
施
）
を
実

現
さ
せ
て
き
た
。
と
り
わ
け
福
島

県
内
全
10
基
の
原
発
廃
炉
の
実
現

は
、
県
内
の
女
性
・
母
親
ら
が
声

を
あ
げ
、
全
59
自
治
体
で
全
基
廃

炉
の
意
見
書
が
可
決
さ
れ
た
運
動

の
成
果
で
あ
り
、
福
島
県
民
、
多

く
の
国
民
の
確
信
と
な
っ
て
い
る
。

集
会
最
後
は
「
次
世
代
へ
の
継
承

～
つ
な
ぐ
・
つ
な
げ
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
全
労
連
青
年
部
が
企
画
し
た

「
被
災
地
視
察
」
参
加
者
か
ら
思
い

が
語
ら
れ
、
福
島
県
内
の
大
学
生
や

青
年
か
ら
は
、
住
民
本
位
の
復
興
に

（
次
頁
下
へ
）
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●
照
明
、
高
効
率
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
進
め
れ
ば
、
原
発
の
再

稼
働
は
不
要
で
す
。CO2

排

出
量
も
減
ら
せ
ま
す
●
福
島

農
民
連
の
機
関
紙
「HONAMI

３
月
号
」
。
タ
イ
ト
ル
は
「
原
発/

火
発
は

不
要
！
省
エ
ネ/

再
エ
ネ
普
及
で
地
球
環
境

を
守
り
、
経
済
の
好
循
環
を
」
で
す
。
８

月
30
日
の
福
島
大
集
会
で
の
福
島
農
民
連

佐
々
木
さ
ん
か
ら
の
報
告
に
、
衝
撃
を
受

け
ま
し
た
。
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
省
エ
ネ

に
最
も
即
効
性
が
高
い
も
の
で
す
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
は
電
気
代
の
大
幅
な
削
減
に
な
る
と

同
時
に
、
重
要
な
こ
と
は
、
様
々
な
照
明

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て

年
間
約
５
０
０
億
Ｋ
Wh
規
模
で
電
力
の
削

減
が
可
能
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
百
万
Kw

級
の
原
発
約
７
基
分
に
相
当
し
ま
す
●
一

方
、
27
年
に
は
、
現
在
の
蛍
光
灯
の
製
造/

輸
入
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
一
気
に
公
的
機

関
、
企
業
、
家
庭
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が

加
速
す
る
で
し
ょ
う
。
政
府
・
経
産
省
が

言
う｢

原
発
最
大
限
活
用｣

な
ど
は
自
ら
進

め
る
省
エ
ネ
政
策
と
全
く
相
容
れ
な
い
も

の
で
す
。
省
エ
ネ
を
進
め
れ
ば
、
原
発
再

稼
働
な
ど
不
要
な
の
で
す
●
福
島
の
現
状

が
示
す
よ
う
に
、
原
発
で
事
故
が
起
こ
れ

ば
、
人
々
の
生
活･

生
業
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
続
け
ま
す
。
原
発
は
使
用
済
燃
料

を
初
め
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
な
ど
、

負
の
遺
産
し
か
残
し
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
無

用
の
長
物
で
す
。
人
々
の
命･

暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
、
直
ち
に
全
原
発
廃
炉
を

選
択
す
る
べ
き
で
す
。(

立
石

雅
昭)
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